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（注） 起 伏量 と は，縮尺 1／50000 地形図 （国±地 理 院発 行）の 各辺 を IO等

　 分 して 得 る方眼内の 最高点 と最低点 の 標高 差を 示 し．※ 階級 区 分 を 行

　 い ，そ の 階級値で示す。
　 　 谷密度量 とは ，上記方眼の 餐辺 を切 る 谷の 数 の 総 和 を示 す。
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2 で ある。こ の 表 か ら ， 八代〜人吉間 は，平均谷密度が一

番大 き く，全国的 に も急峻 な 地形 で あ る と言 え る。加 え て ，

当地域 は有数の 多雨地帯 で あ り，雨水 ・渓流 に 対す る 防災

対策に十分 な る 検討 が 必要 と な る。

　 こ の よ うな地 形 ・地 質の 特徴 をもつ 本区間 は，トン ネ ル

23本，橋梁57個所 と構造物 が 多 く，路線 の 約70％ を 占め て

い る ほ か，土工 部に お い て も切土盛土 の 長 大 の り面 が 随所

に 見 られ る 。特 に ，トン ネ ル の 施工 に つ い て は ，そ の 磆を

処 理 す る 捨土揚所 の 選 定 ， 施工 順序，掘削工 法 お よ び 仮 設

備施設等 が 大 き く工 費，工 程 を左 右す る の で 十分な 検討 が

行わ れ た。な お，肥 後 トン ネル の 延長 は 先 に も述 べ た よ う

に ，全国で 第 3 位の 長 さ と な る の で ，換気方 式 は ， 集 塵 機

付 立 坑送排気縦流換気方式 で 計画 され て い る 。 ま た橋梁 の

下部工 に は，高橋脚 が数多 く，基礎形式 は 地 形急峻なた め，

多くは 深 礎杭 を計画 ・施 工 し て い る。

　さ ら に 工 事 の た め に必 要な建設資材 の 搬入路と して も難

問を多 くか か えて お り， 新た に，永久橋や 工 事用道路 の 建

設，坂本〜人 吉線 の 部分改 良お よ び 付替 も実施 され て い る。

　昭和53年 3月 八 代〜人吉間延長約 43km の 路線発表 か ら

7年目 の 今年 は，主要 な工 事 も本工 事 に は い り， 順調 に 進

ん で い る。一
日 も早 く， 本区間 の 完成 が待 た れ る 。

　最後 に な りま した が， ご 栄転が 発令 され た 直後 の 多忙な

時 に 工 事概 要 を説 明 い た だ い た 日本道路 公 団八 代工 事事務

所前所長柳井賢氏 お よび 工 務課長，各工 事長な らび に福岡

建設局 の 関係各位に 紙面 を貸 りて 深 謝 の 意 を表 し ま す。
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（文責 ： 平田登基男　九州大学 工 学部土木 工 学科）
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赤井会員 ，

「京都大学工 学部長 」 に 就任する

　昭和60年 2 月22日 に行 わ れ た 選挙 にお い て ，赤井浩
一

会

員が京都大学工 学部長候補 に 選出 され，同 目学部臨時教授

会で 決定後 4月 1 日か ら就任した 。 土木工 学界出身の 学部

長 と して は ， 昭和34年 ・35年度 の 石原藤次郎教授 （故人）

以 来 で あ る。

　赤井会員 は 昭和25年京都大学 工 学部土木 エ 学科 を卒業，

村 山 朔郎教授 の 指導 で 大学院特別研究生 と な り，同 27 年京

都大学講師，
29年同助教授，

37年以降同教授 （土質力学講

座担任） の 職に あ る 。 こ の 間 ， 昭和33年〜：15年に ア
ー

ヘ ン

工 科大学 （西 ドイ ツ ） と ノ ル ウ ェ
ー

国 立 土 質工 学 研 究 所

（NGI ） に 留学 ，
　 Schultze教授と故 Bjerrum博士 に師事 し

た。

　同会員 は 土 質 工 学会 に お い て ， 関西支部幹事長 お よ び 同

支部長な ど を歴任，現在 は 大阪湾海底 の 地盤研究委員会委

員長 な ら び に 国際土 質墓礎 工 学会第 8 回 ア ジ ァ 地 域 会 議

（1987）準備委員会委員長 と して 学会活動 に尽 力 して い る 。

ま た，目本学術会議力学研連お よ び 土質基礎 工 学研連 の 委

員をつ と め て い る 。

（文責 ： 足立 紀 尚　京都大学工 学部土木工 学科）
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